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所在地：台東区浅草１ー 38ー６　TEL：03（3844）7491
メトロ銀座線（渋谷～浅草） 浅草駅徒歩５分
都営浅草線（西馬込～押上） 浅草駅徒歩７分

東武鉄道 浅草駅徒歩５分
つくばエクスプレス（秋葉原～つくば） 浅草駅徒歩３分

演 目 解 説

黄鐘調音取 おうしきちょうのねとり

管  絃管  絃

　唐楽六調子の一つで、洋楽のＡ音に相当する音を基音とした律旋
の調子です。
　音取は、演奏に先立って奏する短い曲で、音律を整えその調子の
雰囲気を作ります。

海青楽 かいせいらく
　仁明天皇（在位833～850年）が神泉苑に行幸になった折、船
の上で雅楽を演奏している楽人に対して、池を三回まわる間に新曲
を作り、池の中の島でこれを演奏せよとの仰せがあり、笛師・大戸
清上、篳篥師・尿麿などが、早速作曲して演奏したのがこの曲であ
ると伝えられています。

左方 還城楽 さほう げんじょうらく
　唐の玄宗（在位712年～756年）が国内の乱を平定し、夜半に帰
城した時、「夜半楽」とこの「還城楽」が作られたといわれています。
　舞は一人舞で、舞人は裲襠装束（袍の上に裲襠（打ち掛け）を
つける装束）を着て面を付け、右手に桴を持って舞います。
　まず笛と打楽器により乱序（４拍の拍節を奏する打物により舞う
もの）があり、次に早只八拍子（２拍と４拍の混合拍子）により当
曲の舞（この曲の主題となっている曲の舞）、最後に再び乱序を舞
います。
　なお、始めの乱序の舞の途中で、蛇持が舞台に登り中央に蛇を
置きます。

長保楽 ちょうぼうらく
　「保曽呂久世利」を「破」の曲とし、「加利夜須」を「急」の曲として、
一條天皇の長保年間（999年～1004年）に、この二曲を一曲にま
とめたもので、その時の年号を曲名にしたと云われています。
　右方の四人舞で、舞人は蛮絵装束に冠を着用して舞います。

西王楽破 さいおうらくのは
　仁明天皇の御作で、舞を犬上是成が作ったと伝えられています。
　もとは催馬楽の「葦垣」の旋律を序として演奏されたといわれて
いますが、現在は舞も序の曲も絶えて、この破の曲だけが残ってい
ます。

越殿楽 えてんらく
　漢の文帝（在位前180年～前157年）が作ったとする説と日本で
作られた曲であるとする説とがあり、はっきりしたことはわかりません。
　同名で、平調、黄鐘調及び盤渉調の三つがありますが、今回は
黄鐘調で演奏します。

舞  楽舞  楽

　　　　　　りくちょうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りっせん

　　 ね とり 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おおとの

きよがみ　　ひちりき し  　 いばりまろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いぬがみのこれなり

　　　　　　　 さい ば　ら　　　　 あしがき

　　　　　　　　　ひょうじょう　 おうしきちょう　　　  ばんしきちょう

　　　　　　　　　　 や はんらく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  りょうとうしょうぞく　　ほう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ばち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 らんじょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  うちもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　 はやただ や ひょうし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  へびもち

　　　  ほ　そ　ろ　く　せ　り　　　　　　は　　　　　　　　　　　　  か　り　や　す　　　　  きゅう

いちじょうてんのう　 ちょうほう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ばん えしょうぞく


